
【小学校算数 基本問題 小６－⑩】

（ ）組 氏
「立体の体積」№１ （ ）番 名

（単元評価問題：小６－⑩２）１ にあてはまることばを書きましょう。

底面積 高さ(1) 角柱の体積 ＝ ×

底面積 高さ(2) 円柱の体積 ＝ ×

（単元評価問題：小６－⑩３）２ 次の図のような立体の体積を求めましょう。
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底面が三角形なので，

「底辺×高さ÷２」で底面積をもと

めることができます。

底面が円なので，

「半径×半径×３ １４」で底面積．

をもとめることができます。

角柱や円柱のどこが底面になってい

るかを見つけることが大切です。
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【小学校算数 基本問題 小６－⑩】

（ ）組 氏
「立体の体積」№２ （ ）番 名

）３ 次の体積を求めましょう。（単元評価問題：小６－⑩３ ,６

(1) 底面が一辺６㎝の正方形で，高さが１２㎝の四角柱の体積
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※色のついた部分(4) (5)
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底面が台形なので，

「 上底＋下底）×高さ÷２」で（

底面積をもとめることができます。

底面の四角形の面積は，底辺を８㎝とす

る２つの三角形の面積の和と考えると、

底面積をもとめることができます。

底面積は，円の半分と考えると，体

積をもとめることができます。

色のついた部分は，外側の四角柱の

， ，体積から 中の円柱の体積をひけば

もとめることができます。


